【左官工事業】

職種：施工技能　　職務：施工技能

【概要】
左官工事について、施工過程の段取りや作業手順、材料調合、左官施工、伝統左官施工などを事前打合せ、計画に従って安全に実施し、顧客（設計事務所、元請、発注者）の満足を得る左官仕上げ、仕事の態度を発揮して、要求された品質を確実に実施する仕事。

【仕事の内容】
土木、建築構造物の構造や左官施工技術、左官材料等の知識、経験を活かし、柱、梁、壁、床板、開口部、階段等の各部位を顧客要求事項通りに構築するための左官工事作業遂行が仕事の内容である。これらの仕事は、職長からの作業指示を理解し、日々の打合せで作業状況を報告するだけではなく、状況により作業提案なども進んで行う。

また、日本建築の修復・復元・伝統左官等の卓越した技能が求められる仕事においては、高度な左官技能の知識と経験を基に作業方法や自然素材の生かし方を現場において適切にアドバイス、提案もする。

【求められる知識・経験】

左官の施工技能を行う技能者は、作業打合せや現場のルールに則り、作業内容を、工程を遵守して確実に遂行する能力が必要である。

レベル１（初級技能者）では職長（現場管理職）及び先輩作業者から左官施工の作業手順、安全動作等の基本を指導され、実作業においては、定型的または基本的な作業をしながら技能を身につけるために、学ぶ態度が大切である。

一人前のレベル２（技能者）になると、通常業務において適切な判断や、アクシデントへの対処、改善が出来る技能と知識が必要となり、また、職長が打合せ等で現場を離れる場合にはリーダーシップを発揮して職長代理を努められる「サブ」の存在も必要とされている。

さらに熟練した技能を駆使して大規模で複雑な左官施工を任されるようになると職長（現場管理職）を実作業において支援していく能力が求められる。このレベル３（熟練技能者）は作業班のリーダーとしての指導力や統率力は問われないものの、作業の不具合に対しては作業ポイントを指摘したり、助言出来る十分な経験と知識が求められている。

レベル４（卓越技能者）は、神社、仏閣、純日本建築、歴史的西洋建築等の伝統左官技法に求められる卓越した能力が必要である。特に自然素材を用いた日本古来の左官技能を身に付けていることで重要文化財等の歴史的建築の修復や復元において優れた特殊技能を要求される。

【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定（厚生労働省、中央職業能力開発協会）
・左官技能士（１級、２級）　　等

労働安全衛生法に基づく資格（都道府県労働局安全課、都道府県労働基準協会連合会、

安全衛生技術センター、安全衛生技術試験協会、都道府県労働災害防止協会　等）
　　・免許試験による資格：クレーン運転士（吊り上げ荷重が５トン以上）

移動式クレーン運転士（吊り上げ荷重が５トン以上）ガス溶接作業主任者　　等

・技能講習による資格：玉掛け技能講習修了者（１トン以上）

小型移動式クレーン運転技能講習修了者（吊り上げ荷重１トン以上５トン未満）

床上操作式クレーン運転技能講習修了者（吊り上げ荷重５トン以上）

高所作業者運転技能講習修了者（作業床の高さ１０ｍ以上）

ガス溶接技能講習修了者（可燃ガス、酸素を用いる）　　等

・特別教育による資格：５トン未満のクレーン運転特別教育（吊り上げ荷重５トン未満）

　　　　　　　　　　研削砥石取替え特別教育

玉掛作業(１トン未満) 特別教育

職長・安全衛生責任者教育　　等

【平成１１年改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】

05　建築・土木・測量技術者　  051　建築技術者　　052 土木技術者

77　建設作業者　　　　　　　　　　774　左官


